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大量消費時代のかげで失われようとしている 
オーストラリアの太古の森 
わたしたちは、声高に糾弾するのではなく、 
アートパフォーマンスの芸術的高みから、 
現地コミュニティーとの環境文化交流の 
草の根活動から 
自然との共生、持続可能な紙の消費文化を 
社会に提言していきたいと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
その紙は、樹齢450年の樹で出来ている … 
 
オーストラリア本土の南端にある、北海道とほぼ同じ面積をも
つ島、タスマニア。 
湿潤な気候、清浄な水と土がつくりだす、世界的にも稀有な
ユーカリ高木とレインフォーレストによる原生林の壮大で美し
いパノラマ世界がそこには存在します。 
しかしゴンドワナ超大陸時代から生きつづけてきた古代の森
も、開発と伐採のために当初の8％しか残っていません。 
そしていま、最後の追い討ちをかけられるように、製紙用木材
チップ（数センチ四方に切削された木材片）を生産するため
に、チェインソーとブルドーザーの犠牲となっています。 
年間 500 万トンを超える木材チップが遠くタスマニアから、静
岡、青森の製紙工場に運ばれ、コピー用紙をはじめおおくの
紙製品に姿を変えてしまっています。 
CSTJは、製紙企業とその顧客企業、そしてエンドユーザーで
ある一般の消費者に対して、原生林材をいっさいふくまない
紙、原生林フリー紙の導入と使用を提言します。 

CSTJとは … 
芸術作品と広告写真の狭間に立ってタスマニアの老齢樹
の巨大な切り株を撮影する写真がいます。アートによる社
会的参加を模索するパフォーマンスディレクターがいま
す。高木ユーカリの樹上 65 メートルにつくられたプラッ
トホームで原生林保護を訴え、数ヶ月の座り込みをつづけ
た活動家がいます。タスマニアを教育と研究のフィールド
とする教員と学生達がいます。コミュニティー住民と地域
の原生林保護活動に取り組むタスマニアの留学生グルー
プがいます。南緯40度のタスマニア原生林と北緯40度の
白神山地をむすぶ環境文化交流をめざす学者がいます。 
CSTJは、《タスマニアの原生林保護》を合言葉にむすばれ
た、ゆるやかな市民集団。各人の立場をたがいに尊重しな
がら、異業種、異分野から交錯しあう接点であり、持続可
能な紙消費のあり方をともに考え、それを社会と企業に発
信していこうと考えています。 

CSTJ代表、写真家平野正樹 

からのメッセージ 

 

・CSTJが提言する新しい紙の消費文化 
・CSTJが企画するタスマニア・エコツアー  
・CSTJがもとめる原生林フリー紙 

裏面へ 



◆日本人の紙消費のために伐採される原生林 
広大な砂漠に覆われるオーストラリアでは森林面積は国土のおよそ 5％にすぎません。オールドグロ
スと呼ばれる原生林は19世紀の英国による植民が始まった時期の8％しか残っていません。いまでも貴
重な森林生態系を残すタスマニア(州面積680万ヘクタール)には、顕花植物としては世界最大の樹木(ユ
ーカリプタス・レグナンス、ユーカリプタス・オブリキュア)が繁茂しています。また、北西部のターカ
イン(10万ヘクタール)には、ゴンドワナ大陸時代から生きつづけている、オーストラリアで最大の温帯
性雨林地帯が広がっています。州面積の40％は国立公園、世界自然遺産、その他の保護区の指定を受け
て保護されています。 
しかし、これら保護地と同等の、あるいはそれを超える保護価値をふくむ原生地域は、依然として伐

採の脅威にさらされています。最大の脅威は、木材チップを生産するための伐採とその跡地におこなわ

れる産業植林です。タスマニアは先進国オーストラリアのひとつの州でありながら、貿易による経済的

な利益のために貴重な森林資源を、日本をはじめとするアジア諸国に輸出しています。 
詳しくは：http://dance.pao.to/cstj/ 

 
◆企業による、原生林材をつかわない原料調達 
欧米の企業のあいだでは木材や紙など林産物にかかわる調達基準として、オールドグロス林など保護

価値の高い森林から生産される原料を使用しない方針を打ち出す事業体が増えています。 
カナダの出版社、レインコーストブックス(Raincoast Books)は原生林保護を目的とするいくつかの

NGO と協力して、世界的な大ベストセラー小説『ハリー・ポッターとフェニックス勲章』のカナダ版
を<原生林にやさしい紙>、すなわちバージンパルプをいっさい使わない、100％回収古紙による原料に
よって印刷・出版しました。<原生林にやさしい紙>をつかうことによって、39,000本の天然林が伐採か
らすくわれました。効果はそれだけではありません。同社の環境への取り組みはおおくのメディアから

取材され、グリーン企業としての「広報」につながったといわれています。 
日本でも紙原料調達の基準に、原生林材をつかわないことを宣言する企業がすこしずつ増えています。

株式会社リコーは2003年6月、「紙製品に関する環境規定」を制定し、紙製品などの仕入先企業に対し、
「保護価値の高い森林(オールドグロス林、原生林、もしくは絶滅危惧種の生物が生息する自然林など)
の保護」を供給基準として課しました。 

詳しくは：http://www.jca.apc.org/jatan/purchase/na_rep3.html 
http://www.marketsinitiative.org/ 

http://www.focs.ca/ 
http://www.ricoh.co.jp/release/by_field/environment/2003/0620.html 

 
▼タスマニア原生林の保護に向けてのアンケート▼ 

CSTJ では現在、「タスマニア原生林の保護に向けてのアンケート」を実施しています。これにより、
日本人の紙ならびに紙商品消費のためにタスマニアの貴重な原生林が伐採されている現実を「知らせる」

とともに、CSTJ の《タスマニアの原生林保護》に賛同していただける、できるだけ多くの方からアン
ケートを回収し、そこに反映されたわれわれの声をタスマニアから木材チップを購入している製紙企業、

あるいはこれら製紙企業の顧客会社に届けていきたいと考えています。CSTJ は、原生林材をつかわな
い消費文化の発展に寄与したいと思っています。 
 
▼原生林保護を目的としたタスマニア・エコツアー▼ 

CSTJ では 2006 年にタスマニアの美しい原生林と木材チップ生産の伐採地を視察するツアーを計画
しています。経験のあるCSTJのメンバーが引率し、現地では天然林保護の目的からエコツアーをコー
ディネートしているプロフェッショナルなガイドを依頼します。森林保護活動に取り組む NGOや政治
家たちとの交流もあります。関心のある方は「アンケート」にご回答ください。 

CSTJは何をするのか… 


